
安曇野市教育委員会　　生涯学習だより
　

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
冬
場
こ
そ

積

極
的
に
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
日
程
　

第
１
回
　

２
月

日
（
火
）

　
　
　
　

第
２
回
　

２
月

日
（
火
）

　
　
　
　

第
３
回
　

２
月

日
（
金
）

　
　
　
　

第
４
回
　

３
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　

第
５
回
　

３
月
５
日
（
金
）

　
　
　
　

第
６
回
　

３
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　

第
７
回
　

３
月

日
（
火
）

　
　
　
　

第
８
回
　

３
月

日
（
金
）

●
時
間
　

各
日
共
午
後
１
時

分

２
時
間

●
場
所
　

穂
高
会
館
講
義
室

●
講
師
　

今
成 

嘉
奈
さ
ん

（
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

）

●
定
員
　

人
（
先
着
順
）

●
対
象
　

市
内
在
住
の
人

●
参
加
料
　

２
０
０
円

●
申
し
込
み
　

２
月
５
日
（
金
）
の
午
前
９

時

午
後
５
時
ま
で
の
間
に

電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者

を
対
象
に
し
た
教
室

で
す
「
持

て
い
る

け
ど
う
ま
く
使
え
な

い
」
と
い
う
人
は
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

簡
単
な
チ
ラ
シ
な
ど
を
作
り
な
が
ら

操

作
に
慣
れ
ま
し

う

●
日
程
　

2
月

日（
火
）・

日（
水
）・

日（
木
）・

日（
金
）

●
時
間
　

各
日
共
午
前
９
時

分

２
時
間

●
場
所
　

三
郷
公
民
館
　

第
１
会
議
室

●
講
師
　

田
中 

さ
お
り
さ
ん

　
　
　
　

（
コ
ラ

ジ

代
表
）

●
定
員
　

人
（
先
着
順
）

●
対
象
　

市
内
在
住
の
人

ノ

ト
型
パ
ソ

コ
ン
を
持
参
で
き
る
人

●
受
講
料
　

８
０
０
円
（
２
０
０
円
×
４
回
）

（
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
別
途
５
０
０
円
）

●
持
ち
物
　

ノ

ト
型
パ
ソ
コ
ン
（
マ
ウ
ス

含
む
）
筆
記
用
具

●
申
し
込
み
　

三
郷
公
民
館
へ
２
月
３
日

（
水
）ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い

詳
し
い
内
容
は

受
講
者
に
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す

乳
幼
児
期
の
親
子
の
ふ
れ
あ
い

三
つ
子
の
魂
百
ま
で
と
い
う
け
れ
ど

　

子
育
て
の
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か

不
安

が
あ
る

自
信
が
持
て
な
い

叱
り
方
が
分

か
ら
な
い
な
ど

人
そ
れ
ぞ
れ
に
悩
み
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し

う
か

シ
リ

ズ
３

回
目
は
子
ど
も
の
発
達
と
望
ま
し
い
接
し
方

を
学
び
ま
す

　

お
母
さ
ん

お
父
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん

興

味
の
あ
る
人
は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い●
日
時
　

２
月

日
（
日
）

　

午
前

時

時

分

●
場
所
　

三
郷
公
民
館
講
堂

●
講
師
　

角
田 

春
高
教
授
（
愛
知
学
泉
短

期
大
学
幼
児
教
育
学
科
・
臨
床
心
理
士
）

●
参
加
費
　

無
料

●
そ
の
他
　

託
児
室
を
用
意
す
る
予
定
で
す

　

が

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
設
置
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

設
置
の
有
無

託
児
室
の
申
し
込
み
に
つ

い
て
は
２
月

日
（
金
）
ま
で
に
子
ど
も

支
援
係
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

紹介する人

中嶋 美侑菜さん（小 2・豊科）

フ
ン
ラ
ン
ド
・
メ
ソ
ド
で
本
が
す
き
に
な
る

親
子
で
書
こ
う
！

 

「
１
０
０
さ
つ
読
書
日
記
」

北
川 

達
夫
・
監
修

お
す
す
め
の
一
冊

　わたしが本をすきになる、きっかけになった１さ
つです。せかい中の楽しい 100 さつの本の表紙と同
じシールが 100 まいついていて、1さつずつ読んで、
シールをはって、一言かんそうを書いていくのがと
ても楽しかったです。「くまの子ウーフ」や「かいぞく
ポケット」とか、みんな図書かんでかりられる本なの
で、図書かんへ通うのがとても楽しみになりました。
　今は自分で読書日記をつづけていて、700 さつにな
りました。もっと本を読みたくなる、わたしのおす
すめの 1さつです。

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

三
郷
公
民
館

・
２
１
０
９ 

・
３
０
７
７

ヨ

ガ
教
室

穂
高
公
民
館

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

家
庭
教
育

ひ
ま
わ
り
講
座
講
演
会

社
会
教
育
課
子
ど
も
支
援
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

安 曇 野 ブ ラ ン ド ニ ュ ー ス 第 25回

三郷総合支所内　安曇野ブランド推進室（各プロジェクト事務局）
477・3111 677・6060  azumino-brand@city.azumino.nagano.jp

　

安
曇
野
百
選
プ
ロ
ジ

ク
ト
（
宮

崇
徳
リ

ダ

）
で
は

季
節
ご

と
の
安
曇
野
の
ビ

ポ
イ
ン
ト
を

集
め

地
図
に
ま
と
め
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
今
回
冬
の
ビ

ポ
イ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
の
で

多

く
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

●
募
集
内
容
　

市
内
の
冬
の
ビ

ポ
イ
ン
ト
（
場
所
を
選
ぶ
も
の
で

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）

●
提
出
書
類
　

風
景
写
真
（
景
色

建
物

行
事
な
ど
）
地
図

推

薦
理
由
書

●
募
集
期
間
　

1
月
20
日
（
水
）

2
月
19
日
（
金
）

●
応
募
方
法
　

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推

進
室
に
備
え
付
け
の
用
紙
か

市

ホ

ム
ペ

ジ
に
掲
載
す
る
応
募

用
紙
に
て
応
募
（
複
数
応
募
可
）

●
公
開
　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ビ

ポ
イ
ン
ト
は
3
月
19
日
（
金
）

24
日（
水
）ま
で

穂
高
交
流
学

習
セ
ン
タ

「
み
ら
い
」
で
展
示

し
ま
す

ま
た

ホ

ム
ペ

ジ

で
の
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す

　

黒
豆
プ
ロ
ジ

ク
ト
（
山
崎
弘
リ

ダ

）
で
は

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド

に
向
け
た
加
工
商
品
の
開
発
を
行
う

事
業
者
の
登
録
と
そ
の
商
品
の
認
定

審
査
会
を
行
い

次
の
事
業
所

商

品
が
登
録

認
定
さ
れ
ま
し
た

○
〔
株
式
会
社 

丸
三
三
原
商
店
／

胡
蝶
庵
〕
黒
豆
ぐ
ら

せ

黒
豆

あ
ま
な

と
う

黒
豆
de
抹
茶
チ

コ
黒
豆
よ
う
か
ん
黒
豆
茶

黒
豆
き
な
こ
ろ
餅

黒
豆
最
中

黒
豆
ゼ
リ

と
ろ
け
る
黒
豆
生

大
福

黒
豆
ま
ん
じ

う

○
〔
株
式
会
社 

オ
オ
ノ
タ
〕
信
濃

黒
甘
納
豆
甘
納
豆
抹
茶
ま
ぶ
し

信
濃
黒
煮
豆

○
〔
企
業
組
合ｖ
i
ｆ
穂
高
〕
黒
豆

ま
ん
じ

う

あ
づ
み
野
カ
ン
パ

ニ
ユ

信
濃
黒
大
豆
の
甘
煮

○
〔
株
式
会
社 

ヨ
ネ
ク
ボ
〕
仮
称

「
か
み
か
み
信
濃
黒
」
仮
称
「
味

付
乾
燥
信
濃
黒
（
早
煮
）」

○
〔
安
曇
野
お
お
に
し
〕
発
芽
（
ギ

バ
入
り
）
黒
豆
納
豆

○
〔
丸
山
菓
子
舗
〕
黒
豆
塩
大
福

（
以
上
申
請
順
）

私
の
好
き
な
ビ

ポ
イ
ン
ト

　

あ
づ
み
の
・
冬
・
二
〇
一
〇

募
集

第
１
回
黒
豆
推
奨
商
品
認
定
！

2223 2010.1.20　広報あづみの

名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

募
集
三郷ソフトバレー
ボール倶楽部
初心者教室

健康のために何かスポーツを
始めたいと思っている人にソ
フトバレーボールの楽しさを
知ってもらうため、初心者教
室を開催します。申し込みは
不要。直接会場へお出掛けく
ださい。

：1月 27 日・2月
3日・10 日
（各水曜日）
19：30 ～ 21：30
：三郷社会体育館

：無料 ：三郷ソフトバレーボール倶楽部 
松尾さん
（477・5226）

講
習
会
・
講
座

安
曇
野
赤
十
字
病
院

市民健康講習
幼児安全法講習

子どもに起こりやすい事故の
予防と手当、子どもの病気へ
の対応についての講習です。
核家族化がすすみ、とっさの対
応が心配な人にお勧めします。

：2月 14 日（日）
13：00 ～ 15：00
：明科公民館

：各 30 人
：200 円

： : 安曇野赤十字病院
会計企画課
三浦さん、丸山さん
（472･3170 672･2314）

※受講資格はありません。どなたで
も受講できます。
※教材準備の都合がありますので、
前日までに予約をしてください。 

市民健康講習
救急法講習

心肺蘇生法（人工呼吸や心臓
マッサージ） ＡＥＤの使い方
などが学べます。家族や近く
にいる人が、急に倒れたとき
の対処法です。講義と実技を
交えて、わかりやすく説明し
ます。

：3月 7日（日）
13：00 ～ 15：00
：穂高会館

信州大学
全学教育機構公開講座
市民のための冬期の
メタボリックシンド
ローム撃退講座
（全６回）

運動不足になりがちな冬期期
間に、ウオーキングやジョギ
ング、自転車マシーンによる
エクササイズと合わせ、生活
習慣病の予防を目的に講座を
行います。どなたも参加でき
ます。

：2月13日・20日・
27日・3月6日・20
日・27日
（すべて土曜日）
（全 6回）
10：00 ～ 12：00
：信州大学松本
キャンパス
第１体育館

：30 人
：7,400 円

：信州大学学務課
馬さん、窪田さん
（437･2870 636･3044）
：信州大学全学教育機構健康科学
教育部門　杉本先生
（4637･3058）

※往復はがきでお申し込みください。
※申込期限 1月29日（金）

時 所 定 料 問 申＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ ＝申し込み後 な援 ど


